
議案第   号 

 

川崎市児童相談所条例の一部を改正する条例の制定について 

 

川崎市児童相談所条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

 

平成２９年 ２ 月１３日提出 

川崎市長 福 田 紀 彦 

 

川崎市児童相談所条例の一部を改正する条例 

川崎市児童相談所条例（昭和４６年川崎市条例第７０号）の一部を次のよう

に改正する。 

 第３条第１項中「次の」を「次に掲げる」に改め、同項中第５号を第７号と

し、第４号の次に次の２号を加える。 

⑸ 里親に関する次に掲げる業務を行うこと。 

  ア 里親に関する普及啓発を行うこと。 

  イ 里親につき、その相談に応じ、必要な情報の提供、助言、研修その他

の援助を行うこと。 

  ウ 里親と法第２７条第１項第３号の規定により入所の措置が採られて乳

児院、児童養護施設、児童心理治療施設又は児童自立支援施設に入所し

ている児童及び里親相互の交流の場を提供すること。 

  エ 法第２７条第１項第３号の規定による里親への委託に資するよう、里

親の選定及び里親と児童との間の調整を行うこと。 

  オ 法第２７条第１項第３号の規定により里親に委託しようとする児童及

びその保護者並びに里親の意見を聴いて、当該児童の養育の内容その他

議案第１８号



の法第１１条第１項第２号ヘ⑸の厚生労働省令で定める事項について当

該児童の養育に関する計画を作成すること。 

⑹ 養子縁組により養子となる児童、その父母及び当該養子となる児童の養

親となる者、養子縁組により養子となった児童、その養親となった者及び

当該養子となった児童の父母（民法（明治２９年法律第８９号）第８１７

条の２第１項に規定する特別養子縁組により親族関係が終了した当該養子

となった児童の実方の父母を含む。）その他の児童を養子とする養子縁組

に関する者につき、その相談に応じ、必要な情報の提供、助言その他の援

助を行うこと。 

附 則 

この条例は、平成２９年４月１日から施行する。 

 

 

参考資料 

 

制 定 要 旨 

 

児童福祉法の一部改正に伴い、児童相談所の業務に係る規定を整備するため、

この条例を制定するものである。 

 

議案第１９号 

 

川崎市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

 

川崎市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条

例を次のとおり制定する。 

 

平成２９年 ２ 月１３日提出 

川崎市長 福 田 紀 彦 

 

川崎市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正す

る条例 

川崎市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例（平成２４年川崎市

条例第５６号）の一部を次のように改正する。 

 目次、第１６条及び第２０条第２項中「情緒障害児短期治療施設」を「児童

心理治療施設」に改める。 

 第５２条を次のように改める。 

第５２条 削除 

 「第１２章 情緒障害児短期治療施設」を「第１２章 児童心理治療施設」

に改める。 

 第８７条並びに第８８条第１項及び第４項中「情緒障害児短期治療施設」を

「児童心理治療施設」に改める。 

 第８９条（見出しを含む。）中「情緒障害児短期治療施設」を「児童心理治

療施設」に、「なけらば」を「なければ」に改める。 


